
社会科 授業改善推進プラン 

１ 学力効果測定結果 

・全学年において、全観点の育成が十分でない。特に第６学年については、目標値を全体的に下回り、定着度が振るわなかった。 

・第４学年では、都道府県名とその位置が定着していない。単元ごとの知識理解も浅い。 

・第５学年では、「国土の自然などの様子」の領域では目標値を 10％以上下回っている。これは、資料などの情報の読み取り、考察することが苦手であると考えられる。 

・第６学年の平均正答率は目標値と比べ全観点で低い、第５学年時の状態からは、0.8％下がっている。知識・技能の活用が図れていない。グラフなどの資料の読み取りなど技能面も十分ではない。 

２ 児童の実態及び学習効果測定の結果分析（課題） 

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 

・ ・ ・表やグラフなどの資料から必要な

情報を読み取る力を身に付けてい

ない。 

・地図記号や、東京都の地図における

大田区の位置など、地域の学習にお

いて基本的な事項が十分に身に付

いていない。 

・都道府県名とその位置が定着して

いない。 

・特色のある地域や自然環境、人々の

活用や産業の歴史的背景、人々の協

力関係などに着目して、地域の様子

を捉え、それらの特色を考え、表現

することが難しい。 

・これまでに学習した用語が十分に定着し

ていない（「国土の自然などの様子」の領

域では目標値を 10％以上下回っている）。 

・表やグラフなどの資料から必要な情報を

読み取り、考察することが苦手である。 

・「日本の農業」の問題の正答率が、目標値

に到達していたことから、体験的な活動が

学力向上に影響したのではないかと考え

られる。 

・体験的な活動には意欲的に取り組
むが、そのことから考察したり、知
識を定着させたりすることに意欲
をもてていない。 

・グラフなど資料の読み取り等が浅

く、技能面が十分ではない。考察す

る力を養う必要がある。 

３ 課題や授業の改善策 

 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 

知
識
・
技
能 

  ・副読本を活用する。 

・地図記号の学習において、確実に

暗記する手助けとなるように、記

号の成り立ちや意味を解説しな

がら授業をする。 

・授業で資料を扱う際に、情報を読

み取るための視点与え、学習内容

を理解できるように支援する。 

・副読本を活用する。 

・都道府県のフラッシュカードを活

用し、日常から都道府県名に親し

ませる。その際、方位や地図上の

位置を確認する。 

・各単元の終わりにリーフレットを

作成させ、その社会的事象の特色

や相互の関連についての理解を

確実にさせるとともに、理解した

ことをまとめる技能を身に付け

させる。 

・教科書を徹底活用する。 

・意味調べやフラッシュカードなど

を通して、重要な用語を理解でき

るようにする。 

・授業で地図や統計などの基本的資

料を扱う際に、情報を読み取るた

めの視点与え、学習内容を理解で

きるように支援する。 

・知識が定着するように、復習プリ

ント等を活用する。 

・教科書を徹底活用する。 

・単元毎に重要な用語を意識的に 

使って学習内容をまとめさせる。 

・ＩＣＴを活用し、視覚的に理解で

きるようにする。 

・学習したことを教室に掲示し、単

元の復習ができるようにする。 

・プリントを活用し、知識の定着を

図る。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

  ・「大田区の古い建物」、「昔の道具」

についてなど、テーマを決めて調

べ学習をする機会を設定する。 

・地域を支える施設がなぜあるの

か、また自分の暮らしにどのよう

に関係しているのかを考えさせ

ることで、社会にみられる課題を

把握し、その解決に向けて社会へ

の関わり方を選択・判断する力を

身に付けさせる。 

・調べ学習を通して知った情報から

自分なり考察をまとめ、交流する

時間を確保する。 

・さまざまな表現方法を経験できる

ように、新聞やポスター、タブレ

ットなどを活用する。 

・調べ学習を通して知った情報から

自分なり考察をまとめ、交流する

時間を確保する。 

・多様な表現方法に触れさせ、他者が理解

しやすい工夫をさせる。 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む

態
度 

  ・自分と関連付けて学習事項を捉え

られるように、学区内にある商店

や工場、消防設備などを調べる学

習を設定する。 

・児童らの日常生活の経験と結び付

けて導入を行うとともに、見通し

とゴールイメージを持たせるこ

とで主体性を高める。 

・主体的に学習に取り組めるよう

に、「どうして」「調べたい」と思

えるような導入の工夫や、児童が

まとめ方や授業展開を選択でき

るような学習活動を行う。 

・主体的に取り組めるように、関連

資料を提示するなど興味関心を

もたせる導入や、調べ方や発表方

法が選択できる学習活動を行う。 

※太枠内は、特に重視する内容 


